
令和７年度 事務事業マネジメントシート 段階： 5885

１　事業概要 519 所属コード

SDGs 広域事業 総合戦略 セーフ 2025 2030 2040 2050 ＤＸ推進

施策

２　事業進捗等（指標等推移）
2027年度 2028年度 中間指標 最終指標

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 計画 2021年度 2025年度

箇所 46 44 40

箇所 48 40 48 39 40 38 40 40 40 40

箇所 25 24 26 22 23 19 23 23 23 23

％ 1,219 1,091 100 97 100 100.0 100 100 100 100 1,219 1,219

％ 541 514 100 91 100 90.0 100 100 100 100 541 541

千円 43 53 275 51 51 51 51

千円 20 30 80 21 21 21 21

千円 1,496 1,365 7,964 1,550 1,550 1,550 1,550

千円 499 710 2,470 499 499 499 499

千円 1,995 2,075 10,434 2,049 2,049 2,049 2,049

千円 6,299

千円

千円

千円 1,200 900 1,100 1,200 1,200 1,200 1,200

千円 795 1,175 3,035 849 849 849 849

千円 1,995 2,075 10,434 2,049 2,049 2,049 2,049

　 実計区分 評価結果 継続 継続 継続 継続 継続 継続

 

３　一次評価（部局内評価）
（１）事業手法評価 （２）事業継続性評価

4 5レス カウンターレス キャッシュレス ペーパーレス ファイルレス ムーブレス
（会議レス）

3 ○

4

4 気候変動対応 ＤＸ
(デジタル市役所)

部局間協奏

4

４　二次評価
（１）事業手法評価 （２）事業継続性評価

3

3

3

4

4

本市の就労環境を整え、経済活動の基盤として一助を担っ
ている認可外保育施設に対して絵本配布や保育遊具等購入
の一部を補助することにより保育環境の充実を図る。

手段 意図（目的）

２　公平性

現状周辺環境

大綱（取組）
認可外保育施設へ絵本を配布する。
事業所内保育事業を行う認可外保育施設へ
保育遊具等購入の一部を補助する。

活動指標②

活動指標①

対象指標

活動指標分析結果

認可外保育施設の休園等により対象施設が減少したが、絵本配布事業にあっては対象40施設中38施設、保
育遊具購入支援事業にあっては対象21施設中19施設に対し支援を実施した。

１　規模・方法の妥当性

成果指標③

絵本配布施設１施設あたりのコスト

市債

受益者負担金（使用料、負担金等）

その他

人件費

保育課

R4 認可外保育施設入所児童数/R5 絵本配布満足度

指標名指標名

屋内遊具等譲与施設数（事業所内保育事業を行う認可外保育施設）

認可外保育施設に入所する児童の保育環境の充実を図る必要性がある。

令和６年度実施事業に係る事務事業評価

2022年度（令和４年度）

今後も、認可外保育施設に入所する児童の保育環境の充実を図る必要性があると考えら
れる。

今後周辺環境（予測）事業開始時周辺環境（背景）

まちづくり基本指針

認可外保育施設は認可保育所の補完的役割を果たしていることから、引き
続き、認可外保育施設に入所する児童の保育環境の充実を図る必要性があ
る。

絵本配布施設数（認可外保育施設）

認可外保育施設

認可外保育施設支援事業

住民意向分析

認可外保育施設に入所する児童の保育環境の充実が求められている。

こども部

次期実施計画

単位

次期実施計画

中事業番号

代替事業（有）

223000

3-1

R4 事業所内保育施設入所児童数/R5 屋内遊具等譲与満足度

絵本配布施設１施設あたりのコスト

2023年度（令和５年度） 2024年度（令和６年度）

まちづくり基本指針五次実施計画

2025年度（令和７年度）

まちづくり基本指針八次実施計画まちづくり基本指針七次実施計画まちづくり基本指針六次実施計画

2026年度（令和８年度）

　認可外施設数は減少傾向にあるが、現在も約900名の児童が入所してお
り、絵本配布満足度や屋内遊具等譲与満足度は高い指標を維持しているこ
とから、事業の必要性は高い。また、保育遊具購入支援については現物給
付から補助事業へ移行するなど利用者のニーズに沿った柔軟な改善が行わ
れている。
　認可外保育施設は認可保育所の補完的役割を担っており、今後も保育環
境充実の必要性は高いことから、継続して事業を実施する。

ニーズ（小）

ニーズ（小）

【事業費】
活用施設の減少に伴い、単位コストは上昇した。巡回支援
事業や補助事業の実施により事業費は増加した。
・絵本配布：375,343円（上限10,000円/1施設）
・保育遊具：811,084円（上限50,000円/1施設）
・巡回支援：924,000円　・業務効率化補助：143,000円
・光熱費支援補助：5,710,000円

【人件費】
絵本配布、保育遊具購入支援に加え、巡回支援事業や補助
事業（業務効率化、光熱費支援）を実施したことにより人
件費は増加した。

４　活動指標
（活動達成度）

１　規模・方法の妥当性 代替事業（有）

代替事業（無）

二次評価コメント

ニーズ（大）

ニーズ（大）

５　成果指標
（目的達成度）

５　成果指標
（目的達成度）

４　活動指標
（活動達成度）

３　効率性

２　公平性

３　効率性

○

継続

認可外保育施設の認可施設への移行や休園・閉園等により対象施設はやや
減少傾向にあるものの、対象施設の9割以上が活用しており、本事業に対
するニーズは依然として高い。
認可外保育施設には約900名の児童が入所しており、その保育環境の充実
に引き続き取り組む必要があることから、本事業は継続して実施すること
としたい。
なお、保育遊具購入支援については、令和6年度に従来の現物給付から補
助事業に変更するなど、適宜見直しを行っている。

○

（参考）令和６年度カイゼンのための行動計画

一次評価コメント継続

本事業における各施設の満足度は、概ね高くなっている。
・絵本配布事業満足度：100％（大変満足：91.9％、やや満足8.1％）
・保育遊具購入支援事業満足度：90％（大変満足72％、やや満足18％、やや満足していない5％、満足
していない5％）

総事業費（事業費・人件費）分析結果成果指標分析結果

政策体系

Ⅲ「学び育む子どもたちの未来」

1 人と人とがつながり、みんなで子どもたちを育むまち

4.2

国・県支出金

一般財源等

歳入計

歳出計（総事業費）

単位コスト（総コストから算出）

単位コスト（所要一般財源から算出）

事業費

成果指標②

成果指標①

活動指標③

0

2

4

１ 規模・方法の妥当

性

２ 公平性

３ 効率性
４ 活動指標

（活動達成度）

５ 成果指標

（目的達成度）
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2
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１ 規模・方法の妥当

性

２ 公平性

３ 効率性
４ 活動指標

（活動達成度）

５ 成果指標

（目的達成度）


